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これからの
サプライチェーン
プランニングを、予測型・統合型・
インテリジェントな成長エンジンへ
と変革する



サプライチェー       ン の 転換点 

サプライチェーンの転換点

サプライチェーンは、バックオフィス業務から今や
ニュースの見出しや経営層の最優先課題へと変化
しています。地政学的リスク、気候変動による影響、
原材料不足により、「変動性」が新たな常態
（ニューノーマル）となっています。

しかし依然として多くの製造業では、スプレッドシー
トや分断されたシステム、場当たり的な対応に依
存しています。プランナーは不整合な予測データの
調整に多くの時間を費やし、実行部門は不足への
対応に追われています。このような状態は、もはや
持続可能ではありません。

もしプランニングが、予測型・統合型・インテリジェン
トであったらどうでしょうか。もしプランナーがデータで
はなく「成果」に責任を持てたらどうでしょうか。Blue 
Yonderのコグニティブ・プランニング・ソリューションは、
まさにそれを実現します。分断されたプロセスやデー
タを、成長を生み出すエンジンへと変革するAI駆
動プラットフォームです。

今後5年間で、企業の投資の大半はテクノロ
ジーに集中します。
67%：サイロ化された意思決定の解消
49%：意思決定のスピード向上
53%：ビジネスモデルの高度な変革への対応

（出典： BLUE YONDER COMPASS
REPORT 2025: SPOTLIGHT ON 
TECHNOLOGY AND AI ）
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市場環境  

市場環境

変革を加速させる4つの要因
 継続的な混乱：原材料不足、港湾の
混雑、労働争議

 変化の加速：製品ライフサイクルの短
期化、競争の激化

 経営層の関与強化：サプライチェーンが
売上と同様に重要指標として監視され
ている

 AIの進化：機械学習（ML）やエー
ジェント型システムにより、これまでにない
俊敏性が実現可能に

サイロ化されたプランニングに留まる企業は、
コスト増加と俊敏性の低下に直面します。一
方で、コグニティブな需要・供給計画を採用
する企業は、可視性・スピード・レジリエンスを
獲得します。

サプライチェーンリーダーの82%が認識
求められるパフォーマンスを実現するため
には、新たなテクノロジーへの投資が不
可欠であると回答。

（出典： BLUE YONDER 
COMPASS REPORT 2025）
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予測型プランニング
推測から予測へ

事例

スマートフォン メーカー
第4四半期に20万台の販売を計画し、ディ
スプレイやバッテリーの調達を最適化。安全
在庫を設定し、グローバルに在庫を配置する
ことで、過剰在庫や販売機会の損失を回避。
予測型かつ連携されたプランニングにより、需
要と供給を正確に同期します。

自動車 メーカー
鋼材、半導体などの主要部品を、需要予測
に基づく生産計画に合わせて調達。適時に
供給を確保し、安定した生産を実現します。

従来の予測は過去データや経験に依存し
ており、変動の激しい現在では十分とは言
えません。予測型プランニングでは、機械学
習（ML）と、販促情報、POSデータ、さら
には天候などのリアルタイムシグナルを統合
し、より高精度な需要予測を実現します。

顧客価値
在庫切れの削減、在庫の最適化、
サービスレベルの向上

Blue Yonderの提供価値
AIによる需要予測に加え、継続的な
モニタリング、シナリオ分析、外部デー
タで強化されたアルゴリズムにより、高
度なプランニングを実現します。 4
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統合意思決定
サイロの解消

事例

消費財 ブランド 打ち上げ
飲料商品の新製品投入では、マーケティング
の需要予測とサプライヤーの供給能力、物
流を連携させる必要があります。統合された
システムでは、需要・調達・配送が一体化し
て機能。例えば、欧州でキャンペーンが想定
以上に好調な場合でも、需要に応じて在庫
を動的に再配分し、的確に対応できます。

多くの企業では、需要・供給・在庫のプラン
ニングがそれぞれ異なるシステムやプロセスで
分断されており、ボトルネックや不整合を引
き起こしています。Blue Yonderはこれらを
1つのワークスペースに統合し、単一の信頼
できるデータ基盤（Single Source of 
Truth）を実現します。

顧客価値
コラボレーションの強化、意思決定の迅速
化、ビジネス全体の整合性向上

Blue Yonderの提供価値
単一プラットフォーム、AIと分析機能の組
み込み自動化されたプロセス、相互運用
可能でシームレスなワークフロー 5
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相互運用性
プランニングと実行の融合

シームレスな実行なくして、計画は機能しません。
Blue Yonderは、プランニングをBlue Yonder 
Network、TMS、WMS、OMS、Sustainable 
Supply Chain Managerと連携させ、実行をプ
ランニングの延長として統合します。これにより、変
化への迅速な対応と顧客サービスレベルの向上を
実現します。

顧客価値
End-to-Endの効率化、コスト削減、リアルタイム
での柔軟な対応

Blue Yonderの提供価値
実行システムとのシームレスな連携、リアルタイム
データの連携・活用、実行領域におけるコグニティ
ブ・ソリューション

事例

ロジスティクス
輸送能力や制約、遅延を考慮したプラン
ニングにより、現実的で実行可能な配送
計画を策定。市場環境の変化に応じて、
輸送ルートやキャリアの能力を動的に調
整し、補充計画を最適化します。

倉庫
倉庫のスペースや人員といった制約を日次・
週次の計画に組み込み、在庫最適化だけで
なく実行可能性も担保。これにより、計画との
ズレを削減し、出荷精度を向上させます。

サステナビリティ
サステナブルなサプライチェーンワークフローに
より、プランニングとSustainable Supply 
Chain Managerを連携。輸送の最適化に
よってCO₂排出量を最小化し、環境・社会・
ガバナンス（ESG）指標に基づいたシナリオ
検討が可能に。サービスレベルやコスト効率
を維持しながら、サステナビリティ目標の達成
を支援します。
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エージェント型
可視化とコラボレーション

プランナーが直面しているのは、データ不足ではなく
データ過多です。変化の激しいサプライチェーンにお
いて、課題を迅速に特定し、解決する能力が重要
になっています。Blue YonderのInventory Ops 
AgentのようなAIエージェントは、インサイトと具体
的なアクション指針を提供し、プランナーの生産性と
意思決定を強化します。データ要約、データ品質の
指導、根本原因分析により、迅速かつ的確な意思
決定を支援。サプライチェーン全体を可視化し、課
題の要因を特定しながら、戦略と整合したアクション
を導きます。

顧客価値
より迅速で確信度の高い意思決定
サービスレベルの向上

Blue Yonderの提供価値
組み込み型AIエージェント、根本原因
分析、実行可能なレコメンデーション

事例

Inventory Ops Agent
特定地域で需要が急増した場合、別地域の
余剰在庫を特定し、再配分を提案。リアルタ
イムのインテリジェンスにより、自信を持った意
思決定を可能にします。

1日あたり250億件以上の意思決定を
処理Blue Yonderのアルゴリズム、ソル
バー、先進的な生成AIが支える圧倒的
スケール

（出典： BLUE YONDER）
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これからの道筋
成功とは、混乱を乗り切ることではなく、変
化の中で成長することです。プランニングを
統合し、AIを組み込み、相互運用性を確
保した企業は、レジリエンス・効率性・競争
優位性を手に入れます。Blue Yonderの
デマンド＆サプライプランニングは、この変革
を現実のものとし、プランニングを経営レベル
の意思決定へと引き上げます。サプライ
チェーンの未来は、もはやリアクティブではあ
りません。予測型・インテリジェント・統合型
へ。
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